
  

一 

令和 8 年 7 月 3 日 (金曜日) 千 葉 県 報 第１４１５７号 
      

 
 

主 
 

要 
 

目 
 

次 

 
 

告 
 

示 

○ 

国
民
健
康
保
険
組
合
の
規
約
の
変
更
認
可 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

○ 

救
急
病
院
の
認
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 

○ 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
□
二
件
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 

○ 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
の
一
部
解
除 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四 

○ 

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
□
二
件
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四 

 
 

公
安
委
員
会
告
示 

○ 

道
路
交
通
法
に
基
づ
く
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
の
実
施 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六 

○ 

機
械
警
備
業
務
管
理
者
講
習
の
実
施 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七 

 
 

公 
 

告 

○ 

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
送
付
及
び
縦
覧
等 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八 

 
 

特
定
調
達
公
告 

○ 

入
札
公
告
□
二
件
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八 

告

示 

千
葉
県
告
示
第
三
百
六
十
八
号 

 

国
民
健
康
保
険
法
□
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
□
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
千

葉
県
歯
科
医
師
国
民
健
康
保
険
組
合
の
規
約
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
七
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 
人 

 
 

一 

組
合
の
地
区 

 
 

変
更
前 

千
葉
県
の
区
域
内
の
市
町
村
□
福
島
県
郡
山
市
□
茨
城
県
水
戸
市
□
土
浦
市
□
古
河
市
□

石
岡
市
□
龍
ケ
崎
市
□
常
総
市
□
北
茨
城
市
□
取
手
市
□
牛
久
市
□
つ
く
ば
市
□
ひ
た
ち
な

か
市
□
鹿
嶋
市
□
潮
来
市
□
守
谷
市
□
坂
東
市
□
稲
敷
市
□
か
す
み
が
う
ら
市
□
神
栖
市
□

行
方
市
及
び
つ
く
ば
み
ら
い
市
並
び
に
稲
敷
郡
美
浦
村
□
阿
見
町
及
び
河
内
町
□
猿
島
郡
境

町
並
び
に
北
相
馬
郡
利
根
町
□
栃
木
県
佐
野
市
及
び
小
山
市
□
群
馬
県
桐
生
市
□
埼
玉
県
さ

い
た
ま
市
□
川
越
市
□
川
口
市
□
秩
父
市
□
所
沢
市
□
加
須
市
□
旧
北
埼
玉
郡
騎
西
町
及
び

大
利
根
町
を
除
く
□
□
□
春
日
部
市
□
上
尾
市
□
草
加
市
□
越
谷
市
□
蕨
市
□
朝
霞
市
□
八

潮
市
□
富
士
見
市
□
三
郷
市
□
蓮
田
市
□
幸
手
市
□
吉
川
市
及
び
ふ
じ
み
野
市
並
び
に
秩
父

郡
小
鹿
野
町
□
南
埼
玉
郡
宮
代
町
並
び
に
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
及
び
松
伏
町
□
東
京
都
千
代
田

区
□
中
央
区
□
港
区
□
新
宿
区
□
文
京
区
□
台
東
区
□
墨
田
区
□
江
東
区
□
品
川
区
□
目
黒

区
□
大
田
区
□
世
田
谷
区
□
渋
谷
区
□
中
野
区
□
杉
並
区
□
豊
島
区
□
北
区
□
荒
川
区
□
板

橋
区
□
練
馬
区
□
足
立
区
□
葛
飾
区
□
江
戸
川
区
□
八
王
子
市
□
立
川
市
□
武
蔵
野
市
□
三

鷹
市
□
青
梅
市
□
府
中
市
□
調
布
市
□
町
田
市
□
小
金
井
市
□
小
平
市
□
国
分
寺
市
□
国
立

市
□
清
瀬
市
□
稲
城
市
及
び
西
東
京
市
□
神
奈
川
県
横
浜
市
□
川
崎
市
□
相
模
原
市
□
横
須

賀
市
□
平
塚
市
□
鎌
倉
市
□
藤
沢
市
□
小
田
原
市
□
茅
□
崎
市
□
厚
木
市
及
び
大
和
市
並
び

に
三
浦
郡
葉
山
町
□
山
梨
県
北
杜
市
並
び
に
静
岡
県
熱
海
市 

 
 

変
更
後 

千
葉
県
の
区
域
内
の
市
町
村
□
福
島
県
郡
山
市
□
茨
城
県
水
戸
市
□
土
浦
市
□
古
河
市
□

石
岡
市
□
龍
ケ
崎
市
□
常
総
市
□
北
茨
城
市
□
取
手
市
□
牛
久
市
□
つ
く
ば
市
□
ひ
た
ち
な

か
市
□
鹿
嶋
市
□
潮
来
市
□
守
谷
市
□
坂
東
市
□
稲
敷
市
□
か
す
み
が
う
ら
市
□
神
栖
市
□

行
方
市
及
び
つ
く
ば
み
ら
い
市
並
び
に
稲
敷
郡
美
浦
村
□
阿
見
町
及
び
河
内
町
□
猿
島
郡
境

町
並
び
に
北
相
馬
郡
利
根
町
□
栃
木
県
佐
野
市
及
び
小
山
市
□
群
馬
県
桐
生
市
□
埼
玉
県
さ

い
た
ま
市
□
川
越
市
□
熊
谷
市
□
川
口
市
□
秩
父
市
□
所
沢
市
□
加
須
市
□
旧
北
埼
玉
郡
騎

西
町
及
び
大
利
根
町
を
除
く
□
□
□
春
日
部
市
□
上
尾
市
□
草
加
市
□
越
谷
市
□
蕨
市
□
朝

霞
市
□
八
潮
市
□
富
士
見
市
□
三
郷
市
□
蓮
田
市
□
幸
手
市
□
吉
川
市
及
び
ふ
じ
み
野
市
並

び
に
秩
父
郡
小
鹿
野
町
□
南
埼
玉
郡
宮
代
町
並
び
に
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
及
び
松
伏
町
□
東
京

都
千
代
田
区
□
中
央
区
□
港
区
□
新
宿
区
□
文
京
区
□
台
東
区
□
墨
田
区
□
江
東
区
□
品
川

区
□
目
黒
区
□
大
田
区
□
世
田
谷
区
□
渋
谷
区
□
中
野
区
□
杉
並
区
□
豊
島
区
□
北
区
□
荒

川
区
□
板
橋
区
□
練
馬
区
□
足
立
区
□
葛
飾
区
□
江
戸
川
区
□
八
王
子
市
□
立
川
市
□
武
蔵

野
市
□
三
鷹
市
□
青
梅
市
□
府
中
市
□
調
布
市
□
町
田
市
□
小
金
井
市
□
小
平
市
□
国
分
寺

市
□
国
立
市
□
清
瀬
市
□
多
摩
市
□
稲
城
市
及
び
西
東
京
市
□
神
奈
川
県
横
浜
市
□
川
崎

市
□
相
模
原
市
□
横
須
賀
市
□
平
塚
市
□
鎌
倉
市
□
藤
沢
市
□
小
田
原
市
□
茅
□
崎
市
□
厚

木
市
及
び
大
和
市
並
び
に
三
浦
郡
葉
山
町
□
山
梨
県
北
杜
市
並
び
に
静
岡
県
熱
海
市 

二 

変
更
認
可
の
年
月
日 

 
 

令
和
八
年
五
月
二
十
日 

 

千
葉
県
告
示
第
三
百
六
十
九
号 

 

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
□
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
□
第
一
条
に
規
定
す
る
医
療
機
関
と

し
て
救
急
業
務
に
協
力
す
る
旨
の
申
出
が
あ
□
た
次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
認
定
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
七
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 
名 

 
 

 
 

称 

所 
 

 

在 
 

 

地 

認
定
の
有
効
期
限 

医
療
法
人
社
団
一
心
会 

初

富
保
健
病
院 

鎌
ケ
谷
市
初
富
一
一
四
番
地 

令
和
十
一
年
六
月
三
十

日 

医
療
法
人
徳
洲
会 
千
葉
徳

洲
会
病
院 

船
橋
市
高
根
台
二
丁
目
一
一
番
一
号 

〃 

 

毎
週
火
・
金
曜
日
定
例
発
行 

令

和

8

年

7 

月

3

日 

定 
 

例 

 



 
 

 

二 

千 葉 県 報 第１４１５７号 令和 8 年 7 月 3 日 (金曜日) 
 

千
葉
県
告
示
第
三
百
七
十
号 

 
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
□
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
□
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
□ 

 

な
お
□
同
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
七
年
千
葉
県
告
示
第
五
百
八
十
五
号
□
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指

定
□
□
令
和
七
年
千
葉
県
告
示
第
百
七
号
□
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
□
及
び
令
和
三
年
千
葉
県
告
示

第
二
百
二
十
七
号
□
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
□
で
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
う
ち
□
次
の
区

域
の
指
定
を
解
除
す
る
□ 

 
 

令
和
八
年
七
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

指
定
に
係
る
区
域 

区
域
の
名
称 

指
定
の
区
域 

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る

自
然
現
象
の
種
類 

夏
見
一
一 

船
橋
市
夏
見
三
丁
目
及
び
北
本
町
二
丁
目

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

西
船
五 

船
橋
市
西
船
五
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

飯
山
満
町
五 

船
橋
市
飯
山
満
町
二
丁
目
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

□
□
次
の
図
面
□
は
□
省
略
し
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
及
び
葛
南
土
木
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

二 

指
定
の
解
除
に
係
る
区
域 

区
域
の
名
称 

指
定
の
区
域 

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る

自
然
現
象
の
種
類 

夏
見
一
一 

船
橋
市
夏
見
三
丁
目
及
び
北
本
町
二
丁
目

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

西
船
五 

船
橋
市
西
船
五
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

飯
山
満
町
五 

船
橋
市
飯
山
満
町
二
丁
目
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

□
□
次
の
図
面
□
は
□
省
略
し
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
及
び
葛
南
土
木
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
三
百
七
十
一
号 

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
□
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
□
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
□ 

 
 

令
和
八
年
七
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

区
域
の
名
称 

指
定
の
区
域 

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る

自
然
現
象
の
種
類 

吉
原
三 

香
取
市
吉
原
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

多
田
八 

香
取
市
多
田
及
び
新
市
場
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

多
田
九 

香
取
市
多
田
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

丁
子
九 

香
取
市
丁
子
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

丁
子
一
〇 

香
取
市
丁
子
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

丁
子
一
一 

香
取
市
丁
子
及
び
香
取
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

丁
子
一
二 

香
取
市
丁
子
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

丁
子
一
三 

香
取
市
丁
子
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

丁
子
一
四 

香
取
市
丁
子
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

新
市
場
一
四 

香
取
市
新
市
場
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

返
田
三 

香
取
市
返
田
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

返
田
四 

香
取
市
返
田
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

返
田
五 

香
取
市
返
田
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

返
田
六 

香
取
市
返
田
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

志
高
七 
香
取
市
志
高
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

府
馬
二
四 

香
取
市
府
馬
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 
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に
示
す
区
域 

 

府
馬
二
五 

香
取
市
府
馬
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

府
馬
二
六 

香
取
市
府
馬
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

府
馬
二
七 

香
取
市
府
馬
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

府
馬
二
八 

香
取
市
府
馬
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
川
一
二 

香
取
市
小
川
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
川
一
三 

香
取
市
小
川
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

新
里
一
七 

香
取
市
新
里
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

新
里
一
八 

香
取
市
新
里
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

大
角
一
〇 

香
取
市
大
角
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

大
角
一
一 

香
取
市
大
角
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

長
岡
一
四 

香
取
市
長
岡
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

長
岡
一
五 

香
取
市
長
岡
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

粟
野
九 

香
取
郡
東
庄
町
粟
野
及
び
小
南
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

粟
野
一
〇 

香
取
郡
東
庄
町
粟
野
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

東
和
田
一
八 

香
取
郡
東
庄
町
東
和
田
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

東
和
田
一
九 

香
取
郡
東
庄
町
東
和
田
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

東
和
田
二
〇 

香
取
郡
東
庄
町
東
和
田
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 

 
 

 

東
和
田
二
一 

香
取
郡
東
庄
町
東
和
田
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

神
田
七 

香
取
郡
東
庄
町
神
田
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

神
田
八 

香
取
郡
東
庄
町
神
田
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

神
田
九 

香
取
郡
東
庄
町
神
田
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

神
田
一
〇 

香
取
郡
東
庄
町
神
田
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

神
田
一
一 

香
取
郡
東
庄
町
神
田
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

神
田
一
二 

香
取
郡
東
庄
町
神
田
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

神
田
一
三 

香
取
郡
東
庄
町
神
田
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

神
田
一
四 

香
取
郡
東
庄
町
神
田
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
南
二
〇 

香
取
郡
東
庄
町
小
南
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

大
友
三 

香
取
郡
東
庄
町
大
友
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

東
今
泉
三 

香
取
郡
東
庄
町
東
今
泉
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

東
今
泉
四 

香
取
郡
東
庄
町
東
今
泉
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

大
久
保
一
〇 

香
取
郡
東
庄
町
大
久
保
及
び
舟
戸
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

舟
戸
一
五 

香
取
郡
東
庄
町
舟
戸
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

舟
戸
一
六 

香
取
郡
東
庄
町
舟
戸
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

舟
戸
一
七 
香
取
郡
東
庄
町
舟
戸
及
び
大
久
保
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
山
一
〇 

香
取
郡
東
庄
町
平
山
の
区
域
の
う
ち
□
次 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 
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の
図
面
に
示
す
区
域 

 

高
部
三 

香
取
郡
東
庄
町
高
部
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 

□
□
次
の
図
面
□
は
□
省
略
し
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
及
び
香
取
土
木
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
三
百
七
十
二
号 

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
□
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
□
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
令
和
五
年
千
葉
県
告
示
第
三
百
六
十
五
号
□
土
砂
災
害
警

戒
区
域
の
指
定
□
で
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
う
ち
□
次
の
区
域
の
指
定
の
一
部
を
解
除
す
る
□ 

 
 

令
和
八
年
七
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

区
域
の
名
称 

指
定
の
区
域 

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る

自
然
現
象
の
種
類 

柏
井
町
六 

市
川
市
柏
井
町
一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 

□
□
次
の
図
面
□
は
□
省
略
し
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
及
び
葛
南
土
木
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
三
百
七
十
三
号 

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
□
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
□
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お
り
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
□ 

 

な
お
□
同
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
七
年
千
葉
県
告
示
第
五
百
八
十
六
号
□
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の

指
定
□
□
令
和
七
年
千
葉
県
告
示
第
百
十
一
号
□
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
□
及
び
令
和
三
年
千

葉
県
告
示
第
二
百
二
十
九
号
□
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
□
で
指
定
し
た
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
の
う
ち
□
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
□ 

 
 

令
和
八
年
七
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

指
定
に
係
る
区
域 

区
域
の
名
称 

指
定
の
区
域 

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類 

土
砂
災
害
の
発
生
を

防
止
す
る
た
め
に
行

う
建
築
物
の
構
造
の

規
制
に
必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事
項 

夏
見
一
一 

船
橋
市
夏
見
三
丁
目
及
び
北
本 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

町
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

 
 

西
船
五 

船
橋
市
西
船
五
丁
目
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

飯
山
満
町
五 

船
橋
市
飯
山
満
町
二
丁
目
の
区

域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す

区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

 
 

□
□
次
の
図
面
□
は
□
省
略
し
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
及
び
葛
南
土
木
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

二 

指
定
の
解
除
に
係
る
区
域 

区
域
の
名
称 

指
定
の
区
域 

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類 

土
砂
災
害
の
発
生
を

防
止
す
る
た
め
に
行

う
建
築
物
の
構
造
の

規
制
に
必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事
項 

夏
見
一
一 

船
橋
市
夏
見
三
丁
目
及
び
北
本

町
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

西
船
五 

船
橋
市
西
船
五
丁
目
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

飯
山
満
町
五 

船
橋
市
飯
山
満
町
二
丁
目
の
区

域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す

区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

 
 

□
□
次
の
図
面
□
は
□
省
略
し
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
及
び
葛
南
土
木
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
三
百
七
十
四
号 

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
□
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
□
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お
り
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
□ 

 
 

令
和
八
年
七
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

区
域
の
名
称 

指
定
の
区
域 

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類 

土
砂
災
害
の
発
生
を

防
止
す
る
た
め
に
行

う
建
築
物
の
構
造
の

規
制
に
必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事
項 
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吉
原
三 

香
取
市
吉
原
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

多
田
八 

香
取
市
多
田
及
び
新
市
場
の
区

域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す

区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

多
田
九 

香
取
市
多
田
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

丁
子
九 

香
取
市
丁
子
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

丁
子
一
〇 

香
取
市
丁
子
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

丁
子
一
一 

香
取
市
丁
子
及
び
香
取
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

丁
子
一
二 

香
取
市
丁
子
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

丁
子
一
三 

香
取
市
丁
子
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

丁
子
一
四 

香
取
市
丁
子
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

新
市
場
一
四 

香
取
市
新
市
場
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 
次
の
図
面
の
と
お
り 

返
田
三 

香
取
市
返
田
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

返
田
四 

香
取
市
返
田
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

返
田
五 

香
取
市
返
田
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

返
田
六 

香
取
市
返
田
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

志
高
七 

香
取
市
志
高
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

府
馬
二
四 

香
取
市
府
馬
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

府
馬
二
五 

香
取
市
府
馬
の
区
域
の
う
ち
□ 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

 
 

府
馬
二
六 

香
取
市
府
馬
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

府
馬
二
七 

香
取
市
府
馬
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

府
馬
二
八 

香
取
市
府
馬
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

小
川
一
二 

香
取
市
小
川
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

小
川
一
三 

香
取
市
小
川
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

新
里
一
七 

香
取
市
新
里
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

新
里
一
八 

香
取
市
新
里
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

大
角
一
〇 

香
取
市
大
角
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

大
角
一
一 

香
取
市
大
角
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

長
岡
一
四 

香
取
市
長
岡
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

長
岡
一
五 

香
取
市
長
岡
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

粟
野
九 

香
取
郡
東
庄
町
粟
野
及
び
小
南

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に

示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

粟
野
一
〇 

香
取
郡
東
庄
町
粟
野
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

東
和
田
一
八 

香
取
郡
東
庄
町
東
和
田
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

東
和
田
一
九 

香
取
郡
東
庄
町
東
和
田
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

東
和
田
二
〇 

香
取
郡
東
庄
町
東
和
田
の
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 
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の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

 
 

東
和
田
二
一 

香
取
郡
東
庄
町
東
和
田
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

神
田
七 

香
取
郡
東
庄
町
神
田
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

神
田
八 

香
取
郡
東
庄
町
神
田
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

神
田
九 

香
取
郡
東
庄
町
神
田
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

神
田
一
〇 

香
取
郡
東
庄
町
神
田
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

神
田
一
一 

香
取
郡
東
庄
町
神
田
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

神
田
一
二 

香
取
郡
東
庄
町
神
田
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

神
田
一
三 

香
取
郡
東
庄
町
神
田
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

神
田
一
四 

香
取
郡
東
庄
町
神
田
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

小
南
二
〇 

香
取
郡
東
庄
町
小
南
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

大
友
三 

香
取
郡
東
庄
町
大
友
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

東
今
泉
三 

香
取
郡
東
庄
町
東
今
泉
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

東
今
泉
四 

香
取
郡
東
庄
町
東
今
泉
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

大
久
保
一
〇 

香
取
郡
東
庄
町
大
久
保
及
び
舟

戸
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

舟
戸
一
五 

香
取
郡
東
庄
町
舟
戸
の
区
域
の 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

 
 

舟
戸
一
六 

香
取
郡
東
庄
町
舟
戸
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

舟
戸
一
七 

香
取
郡
東
庄
町
舟
戸
及
び
大
久

保
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

平
山
一
〇 

香
取
郡
東
庄
町
平
山
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

高
部
三 

香
取
郡
東
庄
町
高
部
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

 

□
□
次
の
図
面
□
は
□
省
略
し
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
及
び
香
取
土
木
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

公

安

委

員

会

告

示 

 
 

 
 

                     千
葉

県
公

安
委

員
会

告
示

第
２

９
号

 

 
道

路
交

通
法

（
昭

和
３

５
年

法
律

第
１

０
５

号
）

第
５

１
条

の
１

３
第

１
項

第
１

号
イ

の
規

定
に

よ
る

駐
車

監
視

員
資

格
者

講
習

を
次

の
と

お
り

実
施

す
る

。
 

 
 

令
和

８
年

７
月

３
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
千

葉
県

公
安

委
員

会
委

員
長

 
 

寺
 

嶋
 

 
哲

 
生

 
 

 

１
 

講
習

及
び

修
了

考
査

の
期

日
及

び
時

間
 

（
１

）
講

習
 

 
 

 
令

和
８

年
１

０
月

２
２

日
（

木
曜

日
）

及
び

２
３

日
（

金
曜

日
）

の
午

前
９

時
１

５
分

か
ら

午
後

６
時

ま
で

 

（
２

）
修

了
考

査
 

 
 

 
令

和
８

年
１

０
月

３
０

日
（

金
曜

日
）

の
午

前
９

時
３

０
分

か
ら

午
前

１
０

時
３

０
分

ま
で

 

２
 

講
習

及
び

修
了

考
査

の
場

所
 

 
 

千
葉

市
中

央
区

市
場

町
１

１
番

２
号

 
千

葉
県

文
化

会
館

大
練

習
室

 

３
 

受
講

定
員

 

 
 

１
０

０
人

 

４
 

受
講

申
込

手
続

等
 

（
１

）
受

講
申

出
手

続
 

 
 

ア
 

受
講

申
出

手
続

 

 
 

 
 

受
講

を
希

望
す

る
者

（
以

下
「

受
講

希
望

者
」

と
い

う
。

）
は

、
住

所
、

氏
名

、
電

話
番

号
及

び
受

講
を

希
望

す
る

旨
並

び
に

返
信

部
に

宛
先

を
明

記
し

た
往

復
葉

書
に

よ
り

、
令

和
８

年
８

月

１
４

日
（

金
曜

日
）

ま
で

に
申

し
出

る
こ

と
（

同
日

ま
で

の
消

印
が

あ
る

も
の

に
限

り
有

効
と

す

る
。

）
。

た
だ

し
、

申
出

期
間

中
で

あ
っ

て
も

、
受

講
希

望
者

が
受

講
定

員
に

な
り

次
第

締
め

切
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る

も
の

と
す

る
。

 

 
 

イ
 

受
講

申
出

先
 

 
 

 
 

千
葉

市
中

央
区

長
洲

一
丁

目
９

番
１

号
 

千
葉

県
警

察
本

部
交

通
部

交
通

指
導

課
駐

車
対

策
セ

ン
タ

ー
 

（
２

）
受

講
者

決
定

通
知

 

 
 

 
受

講
申

出
の

受
付

期
間

終
了

後
、

千
葉

県
公

安
委

員
会

が
受

講
者

を
決

定
し

、
受

講
希

望
者

に
対

し
受

講
者

決
定

通
知

を
行

う
。

 

（
３

）
受

講
申

込
手

続
 

 
 

ア
 

受
講

申
込

手
続

 

 
 

 
 

受
講

者
と

し
て

決
定

さ
れ

た
者

は
、

駐
車

監
視

員
資

格
者

講
習

受
講

申
込

書
及

び
注

意
事

項
確

認
書

を
提

出
し

、
又

は
ｅ

-
Ｇ

ｏ
ｖ

電
子

申
請

に
よ

り
必

要
事

項
を

入
力

し
、

併
せ

て
注

意
事

項

確
認

書
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 
 

 
 

な
お

、
郵

便
及

び
信

書
便

に
よ

り
送

付
す

る
方

法
に

よ
る

申
込

み
は

、
受

け
付

け
な

い
。

 

 
 

イ
 

受
講

申
込

書
受

付
期

間
等

 

 
 

 
 

令
和

８
年

８
月

３
１

日
（

月
曜

日
）

か
ら

９
月

１
８

日
（

金
曜

日
）

ま
で

（
千

葉
県

の
休

日
に

関
す

る
条

例
（

平
成

元
年

千
葉

県
条

例
第

１
号

）
第

１
条

に
規

定
す

る
県

の
休

日
を

除
く

。
）

の

午
前

９
時

か
ら

午
後

３
時

３
０

分
ま

で
 

 
 

ウ
 

受
講

申
込

書
の

提
出

先
 

 
 

 
 

千
葉

市
中

央
区

長
洲

一
丁

目
９

番
１

号
 

千
葉

県
警

察
本

部
交

通
部

交
通

指
導

課
駐

車
対

策
セ

ン
タ

ー
 

（
４

）
受

講
手

数
料

等
 

 
 

ア
 

受
講

手
数

料
 

 
 

 
 

２
０

，
０

０
０

円
 

 
 

イ
 

納
入

時
期

及
び

納
入

方
法

 

 
 

 
 

受
講

申
込

書
を

提
出

し
た

者
に

あ
っ

て
は

そ
の

提
出

時
に

、
ｅ

-
Ｇ

ｏ
ｖ

電
子

申
請

に
よ

り
申

込
み

を
行

っ
た

者
に

あ
っ

て
は

４
（

３
）

ウ
に

示
す

場
所

に
お

い
て

受
講

手
数

料
納

入
の

通
知

を

受
け

た
後

、
現

金
又

は
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

決
済

に
よ

り
、

納
入

す
る

こ
と

。
 

 
 

 
 

な
お

、
既

納
の

受
講

手
数

料
は

、
還

付
し

な
い

。
 

５
 

講
習

及
び

修
了

考
査

に
関

す
る

問
合

せ
先

 

 
 

千
葉

県
警

察
本

部
交

通
部

交
通

指
導

課
駐

車
対

策
セ

ン
タ

ー
 

電
話

０
４

３
（

２
０

１
）

０
１

１
０

 

千
葉

県
公

安
委

員
会

告
示

第
３

０
号

 

 
警

備
業

法
（

昭
和

４
７

年
法

律
第

１
１

７
号

）
第

４
２

条
第

２
項

第
１

号
の

規
定

に
よ

る
機

械
警

備
業

務
管

理
者

講
習

を
次

の
と

お
り

実
施

す
る

。
 

 
 

令
和

８
年

７
月

３
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
千

葉
県

公
安

委
員

会
委

員
長

 
 

寺
 

嶋
 

 
哲

 
生

 
 

 

１
 

講
習

の
期

日
及

び
時

間
 

 
 

令
和

８
年

９
月

７
日

（
月

曜
日

）
か

ら
１

０
日

（
木

曜
日

）
ま

で
の

午
前

９
時

か
ら

午
後

５
時

ま
で

 

２
 

講
習

の
場

所
 

 
 

千
葉

市
中

央
区

新
田

町
４

番
２

２
号

 
サ

ン
ラ

イ
ト

７
階

 

３
 

受
講

定
員

 

 
 

５
０

人
 

４
 

講
習

業
務

の
委

託
 

 
 

講
習

業
務

は
、

一
般

社
団

法
人

千
葉

県
警

備
業

協
会

に
委

託
し

て
実

施
す

る
。

 

５
 

受
講

申
込

手
続

等
 

（
１

）
受

講
申

込
手

続
 

 
 

ア
 

申
込

方
法

 

 
 

 
 

受
講

を
希

望
す

る
者

（
以

下
「

受
講

希
望

者
」

と
い

う
。

）
は

、
千

葉
県

内
の

各
警

察
署

に
備

付
け

の
受

講
申

込
票

に
必

要
事

項
を

記
入

し
、

最
寄

り
の

警
察

署
（

千
葉

県
以

外
に

住
所

を
有

す

る
者

に
あ

っ
て

は
、

千
葉

県
内

の
最

寄
り

の
警

察
署

）
に

提
出

す
る

こ
と

。
 

 
 

 
 

な
お

、
郵

便
又

は
信

書
便

に
よ

り
送

付
す

る
方

法
に

よ
る

申
込

み
及

び
本

人
以

外
の

者
が

行
う

申
込

み
は

、
受

け
付

け
な

い
。

 

 
 

イ
 

受
講

申
込

票
受

付
期

間
等

 

 
 

 
 

令
和

８
年

７
月

２
７

日
（

月
曜

日
）

か
ら

３
１

日
（

金
曜

日
）

ま
で

の
午

前
９

時
か

ら
午

後
４

時
ま

で
 

（
２

）
受

講
者

決
定

通
知

 

 
 

 
受

講
申

込
票

の
受

付
期

間
終

了
後

、
千

葉
県

公
安

委
員

会
が

受
講

者
を

決
定

し
、

受
講

申
込

票
を

受
理

し
た

警
察

署
を

経
由

し
て

受
講

希
望

者
に

対
し

受
講

者
決

定
通

知
を

行
う

。
 

 
 

 
な

お
、

受
講

希
望

者
が

受
講

定
員

を
超

過
し

た
場

合
は

、
抽

選
に

よ
り

受
講

者
を

決
定

す
る

。
 

（
３

）
受

講
手

続
等

 

 
 

ア
 

受
講

手
続

 

 
 

 
 

受
講

者
と

し
て

決
定

さ
れ

た
者

は
、

警
備

員
指

導
教

育
責

任
者

及
び

機
械

警
備

業
務

管
理

者
に

係
る

講
習

等
に

関
す

る
規

則
（

昭
和

５
８

年
国

家
公

安
委

員
会

規
則

第
２

号
）

別
記

様
式

第
１

号

の
受

講
申

込
書

に
必

要
事

項
を

記
入

し
、

受
講

申
込

票
を

提
出

し
た

警
察

署
へ

提
出

す
る

こ
と

。
 

 
 

イ
 

受
講

申
込

書
受

付
期

間
等

 

 
 

 
 

令
和

８
年

８
月

１
０

日
（

月
曜

日
）

か
ら

１
４

日
（

金
曜

日
）

ま
で

（
千

葉
県

の
休

日
に

関
す

る
条

例
（

平
成

元
年

千
葉

県
条

例
第

１
号

）
第

１
条

に
規

定
す

る
県

の
休

日
を

除
く

。
）

の
午

前

９
時

か
ら

午
後

４
時

ま
で

 

（
４

）
受

講
手

数
料

等
 

 
 

ア
 

受
講

手
数

料
 

 
 

 
 

３
９

，
０

０
０

円
 

 
 

イ
 

納
入

方
法
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公

告 

 
 

 

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
送
付
及
び
縦
覧
等 

 

千
葉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
□
平
成
十
年
千
葉
県
条
例
第
二
十
六
号
□
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
□
市

原
市
か
ら
廃
棄
物
焼
却
等
施
設
の
新
設
□
福
増
ク
リ
□
ン
セ
ン
タ
□
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
更
新
事
業
□

に
係
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
送
付
が
あ
□
た
□ 

 

そ
の
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ
い
て
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
有
す
る
者
は
□
千
葉
県
環

境
影
響
評
価
条
例
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
そ
の
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ
い
て
環
境
の
保

全
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
書
面
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
□ 

 

な
お
□
そ
の
事
業
者
の
名
称
□
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
□
対
象
事
業
の
名
称
□

種
類
及
び
規
模
□
対
象
事
業
実
施
区
域
□
関
係
地
域
の
範
囲
□
環
境
影
響
評
価
準
備
書
及
び
こ
れ
を
要
約

し
た
書
類
の
縦
覧
場
所
□
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
時
間
□
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ
い
て
の
意
見
書
の
提

出
期
限
及
び
提
出
先
等
並
び
に
準
備
書
説
明
会
の
開
催
日
時
及
び
開
催
場
所
は
□
次
の
と
お
り
で
あ
る
□ 

 
 

令
和
八
年
七
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

事
業
者
の
名
称
□
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

市
原
市 

市
原
市
長 

小
出
譲
治 

市
原
市
国
分
寺
台
中
央
一
丁
目
一
番
地
一 

二 

対
象
事
業
の
名
称
□
種
類
及
び
規
模 

 
 

福
増
ク
リ
□
ン
セ
ン
タ
□
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
更
新
事
業 

廃
棄
物
焼
却
等
施
設
の
新
設 

一
日

当
た
り
の
処
理
能
力
三
百
四
十
四
ト
ン 

三 

対
象
事
業
実
施
区
域 

 
 

市
原
市
福
増
一
二
四
番
地
二 

四 

関
係
地
域
の
範
囲 

 
 

市
原
市
及
び
長
生
郡
長
柄
町 

五 

環
境
影
響
評
価
準
備
書
及
び
こ
れ
を
要
約
し
た
書
類
の
縦
覧
場
所
□
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
時
間 

 

１ 

縦
覧
場
所
及
び
縦
覧
時
間 

縦 
 

覧 
 

場 
 

所 

縦 
 

覧 
 

時 
 

間 

千
葉
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課 

 
 

 
 

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

 
 

 
 

 
 

市
原
市
環
境
部
資
源
循
環
推
進
課 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で 

市
原
市
役
所
南
総
支
所 

〃 

市
原
市
福
増
ク
リ
□
ン
セ
ン
タ
□ 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

 
 

 
 

長
生
郡
長
柄
町
建
設
環
境
課 

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

 

２ 

縦
覧
期
間 

 
 

 

令
和
八
年
七
月
三
日
か
ら
八
月
三
日
ま
で
□
千
葉
県
の
休
日
に
関
す
る
条
例
□
平
成
元
年
千
葉
県

条
例
第
一
号
□
第
一
条
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く
□
□ 

六 

環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ
い
て
の
意
見
書
の
提
出
期
限
及
び
提
出
先
等 

 

１ 

提
出
期
限 

 
 

 

令
和
八
年
八
月
十
八
日
□
郵
送
に
よ
る
場
合
は
□
同
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
に
限
り
有
効
と
す

る
□
□ 

 

２ 

提
出
先 

 
 

 

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
一
番
一
号 

千
葉
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課 

 

３ 

意
見
書
に
記
載
す
る
事
項 

 
 

 
 

意
見
書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
□
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
□
て
は
□
そ

の
名
称
□
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
□ 

 
 

 
 

意
見
書
の
提
出
の
対
象
で
あ
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
名
称 

 
 

 
 

環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ
い
て
の
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見 

 

４ 

そ
の
他 

 
 

 
 

３ 

の
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ
い
て
の
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
は
□
日
本
語
に

よ
り
□
意
見
の
理
由
を
含
め
て
記
載
す
る
こ
と
□ 

 
 

 
 

意
見
書
の
提
出
は
□
千
葉
県
の
ホ
□
ム
ペ
□
ジ
か
ら
イ
ン
タ
□
ネ
□
ト
を
利
用
し
て
行
う
こ
と

も
で
き
る
□ 

七 

準
備
書
説
明
会
の
開
催
日
時
及
び
開
催
場
所 

 

特

定

調

達

公

告 

 

こ
の
特
定
調
達
公
告
に
掲
載
さ
れ
る
入
札
公
告
等
は
□
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で 

 

あ
る
□ 

 
 

 
 

  

開

 

催

 

日

 

時 

開

 

催

 

場

 

所 

令
和
八
年
七
月
二
十
四
日
□
金
曜
日
□

午
後
六
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で 

市
原
市
役
所
第
二
庁
舎
□
市
原
市
国
分
寺
台
中
央
一
丁

目
一
番
地
一
□ 

令
和
八
年
七
月
二
十
五
日
□
土
曜
日
□

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で 

市
原
市
福
増
ク
リ
□
ン
セ
ン
タ
□
□
市
原
市
福
増
一
二

四
番
地
二
□ 

令
和
八
年
七
月
二
十
五
日
□
土
曜
日
□

午
後
二
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

市
原
市
福
増
ク
リ
□
ン
セ
ン
タ
□
□
市
原
市
福
増
一
二

四
番
地
二
□ 

 
 

 
 

現
金

又
は

別
に

定
め

る
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

決
済

に
よ

り
、

受
講

申
込

書
提

出
時

に
納

入
す

る
こ

と
。

 

 
 

 
 

な
お

、
既

納
の

受
講

手
数

料
は

、
還

付
し

な
い

。
 

６
 

講
習

に
関

す
る

問
合

せ
先

 

 
 

千
葉

県
警

察
本

部
生

活
安

全
部

風
俗

保
安

課
警

備
業

係
 

電
話

０
４

３
（

２
０

１
）

０
１

１
０

 

 

（一） 

 

（二） 

 

（三） 

 

（一） 
 

（三） 

 

（二） 

 
 

 
入

札
公

告
 

 
別

冊
の

と
お

り
一

般
競

争
入

札
に

付
す

る
。

 

 
 

令
和

８
年

７
月

３
日
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千

葉
県

知
事

 
 

熊
 

谷
 

 
俊

 
人

 
 

 

 
 

 
入

札
公

告
 

 
別

冊
の

と
お

り
一

般
競

争
入

札
に

付
す

る
。

 

 
 

令
和

８
年

７
月

３
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
千

葉
県

企
業

局
長

 
 

横
 

山
 

 
尚

 
典

 
 

 



 
 

 

一
〇 
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購
読
料 

本
号
□
別
冊
を
含
む
□
□ 

 

一
部 

 
 

 
 

 

四
二
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

発 

行 

者 
 

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
一
番
一
号 

 
 

 

千 
 

 
 

 

葉 
 

 
 

 

県 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

購
読
申
込
先 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
四
三
□
二
二
三
□
二
六
五
八 

 


